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住民の意向をまとめる体制がないと 

外部から支援をするのは難しい 
 

体制が壊れてしまった所ほど支援が必要 

なのに、支援が受けにくく困っている 

 

課題：仮設住宅支援の経験から 
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・避難直後の食べ物がない頃、避難者の数分はない
が、食べものが支給されていた。         

 例）避難者200人、あんぱん100個、おにぎり100個 
 

・平等に配れないという理由で、配られなかった。 
 

・「知っていれば、現場にいた市民で必要な人から配
ることができたはず、今でも残念」とのお話しを聴き
ました。 

 
課題：ヒアリングから 
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どんな状況でも 

どんなに短期間でも、 

住民の意向をまとめる 

《しくみ（体制）》が必要 

 

世田谷への提言：考え方 
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地域ネットワークが一番大事！  
すでにあるネットワーク 
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１．人任せにしない意識づくり 
 
２．新しい人と仲良くなる方法 
 
３．地域財産との連携（地域ネットワーク強化） 
 

４．都市間ネットワークづくり 

 

世田谷への提言 
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人任せ（お客さん）にしない意識づくり 

●●意識を変えるコトバを考える 
●モットー：標語● 
・みんな被災者。だれかがやってくれるわけではない。 
・気がついた人が呼びかけて行動するしかないことを伝
える。 

●呼びかけのコトバ● 
・中心メンバーだけでなく、全員が役割をもち行動できる

ような呼びかけのコトバを考える。 
  例）「これお願いできますか？ あなたが頼り」    
    「あなたなら大丈夫」「○○さんが喜んでいた」など 

23 



●●足湯 ・マンツーマンのゆったりタイムが、人の心をほぐします 

 

●●笑い ・笑ったあとは口もなめらか 話もはずみます 

 

●●体験を共有 ・歌う/笑う ・お茶/食事 ・一緒に作業 

 

●●繰り返し会う ・会うたびに仲良くなる 

 

●●名前をよぶ ・名札は大切 

      

 

 

新しい人と仲良くなる方法 
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まだまだ連携できていない先があります 

●●町会 ・地域を面的に把握している組織 

●●小中学校 ・避難所の拠点 地域ネットワーク
もある 

●●商店街 ・地域にいる大人 機動力がある 

      
 

 

地域財産との連携 
地域ネットワークの強化 
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大震災時は、エリア一帯が被災地 

遠い地域のネットワークがないと、支援はできない 
 

●●親戚がいるように思い、東北支援 

●●遠い場所への活動が、 

   いざという時、世田谷に役立つ 
 

 

都市間ネットワークづくり 
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●●避難所運営訓練に参加 
・学校単位で行っている、避難所運営

訓練への参加の機会を模索。 

・学校や町会関係者と、あまり関係が
ない人達がであう場づくり。 

・時間の経過により必要なことは違う。
それを認識して検討。 

既存活動に 
「新たな人々が参加できる」 
活動にできないか 
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●●青空ワークショップで実施 
・「まちの課題とまちを良くする方法を、広くみんなで考

えたい」と立ち上がった活動。 

・これまでのコミュニティづくりに 

 「人任せにしない」 「新しい人と仲良く」「地域ネット
ワーク強化」視点を入れて実施 

  

青空ワークショップ風景 28 
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